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 制定は大正12年４月。当時、予科３年生の浪江源治が作詞し、同期生の中村良之助が作

曲して完成した。後年、浪江は「寒中、深夜まで下宿で布団にもぐり必死に歌詞を書いた

ものだ」と回想している。現在は通常、第２節までしか歌われていないが、漢籍の素養を

垣間見る原詞は第５節まで存在する。
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